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事業概要

1. 期間
開始 ：2023年7月
終了 ：2027年3月(2026年3月から延長)

2. 最終目標

3.成果・進捗概要

・液化水素(LH2)の漏洩を伴う災害による影響評価シミュレーション手法の開発
・LH2貯槽の設置に関する技術基準（保安距離、防液堤）の整備、見直しに資する技術的な情報整理

 小規模実験(貯液用容器の内容積 50 L)データを取得し、シミュレーションモデルとの比較検証を実施
✓ 防液堤を模擬したコンクリート容器におけるLH2の沸騰・蒸発現象を把握し、シミュレーションに必要な熱流束及び蒸発速
度データを入手

✓ 実験データを基にした大規模実験のシミュレーションモデルを構築
 LH2の漏洩シナリオに沿ったLH2漏洩実験を実施するための計画及び大規模実験施設を整備

✓ 2025年9月から部分開業
 大規模漏洩拡散実験及び着火実験を実施（送液量約500 L/s、LH2貯液用の供試体容器内容積 2,000 L）

✓ スケールアップしたLH2の蒸発拡散挙動を確認
✓ 容器内での空気の凝縮を確認
✓ 爆燃に引き続いてファイアーボールを形成する爆発現象を確認
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✓ 2025年９月から12月にかけて小規模着火実験及び大規模漏洩拡散実験、着火実験を実施しデータを取得
✓ 着火実験で見いだされた課題を検証するために事業期間を延長

スケジュール2 ．研究開発マネジメントについて



３．研究開発成果について
大規模実験の概要

✓LH2の漏洩実験及び着火実験を実施
✓防液堤の検討データ：送液速度とプール形成の関係
✓保安距離の検討データ：可燃性水素混合気の拡散距離、着火時の輻射熱・爆風圧の到達距離を評価
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３．研究開発成果について 空気の凝縮による影響
✓ 今回の結果では、容器内に生成した液体（固体）酸素とLH2が混合し、この凝縮相が着火爆発したと想定

✓ 欧州の研究で類似事例が報告されているが、再現例は報告されていない

出典 PRENORMATIVE RESEARCH FOR SAFE USE OF LIQUID HYDROGEN

✓ 0.50 m四方の小型容器に砂利を敷いた条件でLH2を貯
液した時に、空気の凝縮とみられる重量変化を観測

✓ 着火した際に、閃光と容器を破損する規模の爆発が発生

出典 Atkinson , G., CONDENSED PHASE EXPLOSIONS INVOLVING LIQUID HYDROGEN

LH2 送液・蒸発後に

固相の堆積物を確認

着火時にファイアーボール形成
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３．研究開発成果について 研究成果の発表

国内外で研究成果を発表し、類似研究の実績等及び様々な専門家から頂いたご意見を踏まえて研究活動に反映
その他、セミナー講演及び高圧ガス誌などで活動広報

✓ International Conference on Hydrogen Safety ICHS2025  

✓ IEA Hydrogen Technology Collaboration Program Task 43

✓ 第110回 低温工学・超電導学会研究発表会

✓ 第58回安全工学研究発表会
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✓ 防液堤内におけるLH2の大量漏洩による拡散シミュレーションのパラメータ及び防液堤の面
積、容量の要求事項を検討するための蒸発速度データを取得した

✓ 着火実験では想定した中でも最大規模の爆発現象が発生し、保安距離を定めるうえで重
要な爆風圧データが未取得（測定レンジを超えた）

✓ 先行事例から、凝縮した酸素との混合による爆発が発生したものと想定

✓ 当該事象のシミュレーションは現状困難であり、シミュレーションだけでは、爆風圧を過小評価
しうることが懸念される

✓ 現象の把握並びに対策の検討及び検証が必要であり、事業期間を延長

４．今後の見通しについて




